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The objective of this research is to introduce Chinese red radish， a new crop with high 
functional value， inUwaba highland area of Saga， Japan. The effects of cultivating conditions 
on the quality of Chinese red radish were investigated trough 2005 to 2008. The sugar 
content (Brix value) in Chinese red radish was about 1 to 1.5% higher， and the polyphenol 
content was about two times compared with those in normal radish. In 2007， during the 
radish swelling， the temperature was higher and the precipitation was lower compared 
with other years. The high temperature was considered to cause low sugar content in both 
Chinese red and normal radish， however， the dry soil condition might contribute to the high 
polyphenol content. In the sunlit chamber experiment， low temperature caused the high sugar 























































































































































































44 契1; 紹部1. 1:]元 IWI羽1)
250 
??????
〈 ? ? ? ? ? ? ? ?
50 
。
標温区 高温区 低温区
図3 紅芯ダイコンの成長に及ぼす温度の影響
7 
????????
4 
襟温区 高温区 低温区
陸4 紅芯夕、イコンの糖度C8rix傭)に及ぼす温度の影響
1200 
a: 1000 
凶
主 800
事600
4 
I 400 、
兵 200
士、
張。
擦j盆区 高;混区 低温区
図5 紅芯ダイコンのボリフェノール含量に及ぼす混
度の影響
温では楳温および高温区より明らかに高かった
(図4). また，ポリフェノーJレ含量は標11高温，
低調の)1債に高かった(図5) ダイコンの糖度は
低調で高くなることは，前述の駒場実験でも考
察されるように，一般的に理解されやすい(川
島 2003) .一方，ポリフェノール含最も低温
ストレスで蓄積されやすいと考えられたが(鄭
ら， 2008)，本実験の結果ではう紅芯ダイコン
のポリフェノールの蓄積は温度とは明瞭な関係
がみられなかった.したがって， 2007年度問場
試験においてみられたポリフェノールの蓄積増
加は，温度の影響よりも，乾燥ストレスの影響
ではないかと考えられる.
以上示したようにう唐津地区において紅芯大
根を4年間栽培した結果 品質には年次変動が見
られたものの，全般の生育はよく，この地域は
紅芯ダイコンにとって比較的よい栽培環境であ
るといえる.また，目立った病害は発生しなかっ
たが， 2007年の秋の高温及び乾燥により，普及
栽培現場の版木田Iでは 芯に空洞ができる現象
が一部みられた.また品質的には，通常の青首
大根より明らかに糖度およびポリフェノール含
量が高く，生食される場合味が甘く健康にもよ
いと思われる.
ポリフェノールは体内の活性酸素を消去する
作用により老化防止効果があり，またガン，血
圧降下，心筋疾病の予防効果もあるといわれて
いるので，健康野菜としても消費者に受け入れ
られやすいのではないかと考えられ，販売価額
面でのプラス効果があると思われる(梅田
2001) .今後，紅芯ダイコンを上場地区の特産
品として普及させるためには，こういった紅芯
大根に含まれる機能性物質含量と栽培環境の関
係をより明らかにし，品質安定および向上のた
めの栽培法をさらに確立する必要があると思わ
れる
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